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第１０８号
令和４年 ２月 ３日発行

東城まちなみイルミネーション「光と街と人を繫げる」をテーマに
昨年12月23日から1月12日までライトアップされていました。

12月23日にはまちかど広場にて点灯式が行われました。
東城高校一年生がまちかど広場に「ほろんちゃん」を模ったイルミ
ネーションを設置されました。
国登録有形文化財三楽荘では 建物、庭園等ライトアップ。また、

文明堂など街中五か所がライトアップされ冬の街並みが華やかに彩られ、ま
ちなみでは行燈をともして ギャラリ―もライトアップされました。

ふるさと今昔講座では、１月１１日（火）時悠館
館長の佐古辰巳さんから、「帝釈峡遺跡群発見60
周年」と題して講演していただきました。今回は、
３０名の受講生で行いました。

最初に、帝釈峡遺跡群発見の最初になる馬渡遺
跡は、林道の工事中昭和36年9月に川真珠貝の殻の
かたまりが発見されたのがきっかけとなりました。
そのころに縄文前期の土器が発見され、馬渡調査
計画が作成されていく状況など、当時の様子を聞かせていただきました。

続いて、帝釈峡遺跡群のこれまでの発掘調査の概要として、帝釈峡馬渡遺
跡・帝釈寄倉岩陰遺跡など１３の遺跡について、調査の結果わかっているこ
とをまとめてお話しされました。また、愛媛県上黒岩遺跡などで、縄文時代
の遺跡の活用について取り組まれていることを紹介
していただき、帝釈峡遺跡群の今後の活用について、
積極的に取り組まれていることを話されました。

参加者から、遺跡のこと今後の発掘調査のこと、
活用について等多くの質問が出されました。

国や県の重要な史跡として、これからも大切に保
存するとともに、大いに活用していかなくてはいけ
ないものだと思いを新たにしました。
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行 事 名 ２月からの行事内容

ふ る さ と 今 昔 講 座
（ 講 座 は 会 員 以 外

で も 受 講 で き ま す ）

２月は中止といたします。

ウ ー マ ン カ レ ッ ジ 決まり次第、ご案内いたします

し ご ん ぼ 隊 ２月の行事は中止といたします

東 城 自 治 振 興 区 ま つ り
展示・ステージ発表ともに
中止といたします


